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⒈ コロナ禍における女性の

負担軽減について 

【質問趣旨】 

孤独・孤立で不安を抱える

女性が、社会との絆・つながり

を回復することができるよう

きめ細やかな支援が必要であ

る。今、世界各国で女性の月経

に関する「生理の貧困」が問題

となっている。日本でも無関

係ではなく、任意団体の「＃み

んなの生理」オンラインアン

ケート調査では、５人に１人

の若者が金銭的な理由で女性

用品を買うのに苦労し、他の

物で代用している等との結果

が出ている。貧困で購入でき

ないだけではなく、ネグレク

トにより親等から女性用品を

買ってもらえない子どもたち

がいるとの指摘もある。 

  

 

⑴ 地域女性活躍推進交付

金の拡充について 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵ フードバンク等との連

携について 

 

① 地域女性活躍推進交付金は、活躍推進型、寄り添い支援型に加え、つながりサポ

ート型が追加措置部分として交付金の対象となった。経済的な理由で女性用品が

買えない「生理の貧困」対策として、提供が目的ではなく、提供をきっかけとし

て支援につながる、つなげる女性相談窓口等における支援の付随事業として、女

性用品を提供できる。ＮＰＯ団体や民間団体等への委託も可能であり、通常の補

助率より高くなっており、地方創生臨時交付金も活用できる。早急に活用できる

体制の整備を提案したい。現状とつながりサポート型に対する課題及び今後の方

向性を伺う。 

 

 

① フードバンク活動を行っているＮＰＯ団体との提携は、一時的に支援が必要な世

帯に対して自立へとつながる、つなげる支援の仕組みである。フードバンクの現

地視察を通して、ボランティアの方々から直接説明を受ける中で、貧困対策支援

でもあるが、自立のための支援であるとの認識を強くした。愛知県内でもほとん

どの市町村が連携している、自立へとつながる、つなげる支援策の一つである。

どのような認識か。見解を伺う。 

 

② 本市においても、こども未来課とこども食堂といったフードバンク活動の連携は

行われたところである。生活困窮者支援及び女性の負担軽減の支援策としての連

携も必要であると考える。コロナ禍である今こそ、つながる支援として早急に対

策を講じることを提案したい。どのような認識か。今後の方向性と見解を伺う。 
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こうした様々な困難・課題

を抱える女性に対する課題解

決のための支援として、地域

女性活躍推進交付金がある。 

誰一人取り残さない社会の

実現のために、防災備蓄品の

利活用にも触れ、女性の負担

軽減の取組みについて見解を

伺っていく。 

  

 

 

 

 

⑶ 防災備蓄品の有効な利

活用について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑷ 女性の負担軽減につい

て 

 

① 防災備蓄食料品については、防災備蓄計画を基にローリングストック計画が実施

されており、賞味期限が近づいている食料品に関しては、防災訓練等で有効活用

される他、使いきれない食料品はフードバンクが無償で引き取っている。一方、

防災備蓄衛生用品については、防災備蓄計画に使用期限等の明記はなく、ローリ

ングストック計画の実施はない。年数が経過すれば性能の違いや衛生的にも問題

が生じ、災害時に使用できない可能性もある。防災備蓄衛生用品の実態調査とロ

ーリングストック計画は必要と考える。どのような認識か。見解を伺う。 

 

② 防災備蓄衛生用品（乳幼児の紙おむつ・生理用品・大人の紙おむつ等）のローリ

ングストック計画が可能になった場合、有効活用するための各部連携した仕組み

があれば、必要な方に提供できると考える。そうした仕組みを構築するためには、

どのような点が課題となるのか。見解を伺う。 

 

③ 誰一人取り残さない社会の実現のために「生理の貧困」等は、本市も例外ではな

いと考える。防災備蓄衛生用品を有効活用するには、様々な方法があると思うが、

まずは、市内小中学校の女性用個室トイレに無償で女性用品を提供できる仕組み

を提案したい。どのような認識か。見解を伺う。 

 

① 最後に、コロナ禍における、孤独・孤立で不安を抱える「女性の負担軽減」につ

いて、どのように取組んでいくのか。認識と方向性を伺う。 
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⒉ 電子図書館について 

 

 

【質問趣旨】 

 瀬戸市電子図書館は、本年

２月にウエブ上に設置され

た。電子図書館は、図書館に行

かなくても２４時間いつでも

借りることができ、種類も豊

富である。また、機能面では文

字の拡大や、音楽・動画が出る

種類の電子書籍もあり、返却

も自動返却できるなど利点も

多い。また、ＧIＧＡスクール

構想により、ひとり１台タブ

レット端末が導入された今こ

そ、ウイズコロナ時代に対応

した、子どもの読書活動や学

習の機会の確保等を目的とし

た「子ども電子図書館」の設置

等について伺っていく。 

 

⑴ 瀬戸市電子図書館につ

いて 

 

 

 

 

 

 

⑵ 電子図書館の出前講座

の実施について 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑶ 子どもに特化した「子

ども電子図書館」につ

いて 

 

 

① 瀬戸市電子図書館には、現在８００冊程の蔵書がある。将来的にも段階的な増書

は必要であると考える。電子書籍の種類等の選定基準・方針等について伺う。 

 

② コロナ禍で図書館来館が制限等されている中で、電子図書館は有効な方法であ

る。電子書籍を借りるためには、図書館利用者カードに記載の IＤ、パスワード

の入力が必要である。図書館利用者カードを持たない方への対応と貸出し利用状

況及び電子図書館のＰＲ方法について、現状と課題を伺う 

 

① 小学生低学年頃（２年〜３年生）の図書館見学の折に、図書館利用者カードを発

行しており、市内小中学生の児童生徒ほとんどが図書館利用者カードを持ってい

る。一方、図書館利用者カードを持っていない転校生やカード紛失等の対応とし

て、図書館利用カードの新規発行、再発行等も必要と考える。どのように対応し

ていくのか。見解を伺う。 

 

② 電子図書館のスムーズな貸出ができるよう、IＤ、パスワードの入力等、実際に

タブレット端末を使って、書籍の検索・予約・返却等の利用方法等の出前講座を

取り入れた授業を提案したい。どのような認識か。見解を伺う。 

 

① 全国でも先進的な取組みとして、北九州市教育委員会子ども図書館は、ウエブ上

に子どもに特化した公立の「子ども電子図書館」を本年４月に開設。子どもの読

書活動や学習機会の確保等を目的としている。こうした、子ども向け書籍を中心

にした「子ども電子図書館」を提案したい。どのような認識か。見解を伺う。 

 

 


